
３調査会審議経過

　　　　　　　　　　　　【国際問題に関する調査会】

（1）活動概観

　〔調査の経過〕

　本調査会は、第143回国会の平成10年８月31日（月）に設置され、理事会等における協

議の結果、今期３年間にわたる調査テーマを「21世紀における世界と日本―我が国の果た

すべき役割―」と決定し、第１年目においては、第143回国会以降、アジアの安全保障、

朝鮮半島情勢、国連の今日的役割、コソボ問題及び我が国外交の在り方等について調査を

進めた。

　第145国会閉会後には、平成11年９月28日（火）から10月５日（火）にかけて、理事を

中心とした議員団が、東アジアにおける安全保障及び国連問題に関する調査並びに各国の

政治経済事情等視察のため、議院からアメリカ合衆国及び大韓民国に派遣された。

　第２年目の調査会の活動については、理事会等で協議の結果、３年間にわたる調査テー

マの下、引き続きアジアの安全保障について調査を進めるとともに、国連の今日的役割に

ついては重点的に調査を行い、その他時宜にかなったテーマについても取り上げることと

した。

　今国会の会期中の調査は１回行われた。

　平成11年11月24日（水）に、東アジアの安全保障及び国連問題等について海外派遣議員

から報告を聴取した後、意見交換を行った。

　〔調査の概要〕

　調査においては、日米韓の対北朝鮮政策、村山訪朝団の位置づけ、拉致疑惑問題、朝鮮

半島の植民地支配という過去の整理、日本の国連安保理常任理事国入り問題、国際問題調

査会の在り方、議員外交の重要性等について海外派遣議員からの報告及び委員間の意見交

換を行った。

（2）調査会経過

○平成11年10月29日（金）（第１回）

　○調査会長の辞任を許可し、補欠選任を行った。

　○理事の補欠選任を行った。

○平成11年11月24日（水）（第２回）

　○「21世紀における世界と日本」のうち、東アジアの安全保障及び国連問題等について

　　海外派遣議員から報告を聴いた後、意見の交換を行った。

○平成11年12月15日（水）（第３回）

　○国際問題に関する調査の継続調査要求書を提出することを決定した。




